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研究成果の概要： 
 本研究では、理科の各単元でのオーセンティックタスクの作成・試行を繰り返し、小学校・

中学校・高等学校で使用できるタスクを開発した。また、Web データベース上でオーセンティ

ックタスクを公開し、それらに対するフィードバックをもとにタスクの精緻化作業を行った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 2,000,000 0 2,000,000 

２００７年度 800,000 240,000 1,040,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度  

  年度  

総 計 3,600,000 480,000 4,080,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、科学教育 
キーワード：科学知識、オーセンティックタスク、オーセンティックアセスメント、Web シス

テム 
 
１．研究開始当初の背景 

 教育における理論と実践の乖離を解消す

るために、近年では、両者の融合を図るべく、

理論研究を教育現場へ還元していくという

試みが数多く行われている。今後あるべき教

育研究は、研究者と一人でも多くの実践家が、

相互に意見を出し合い、常に情報を共有しな

がら協働的に進められていく必要がある。本

研究では、オーセンティックタスクの開発お

よび体系化を通じてこれらの実践を行う点

に研究の意義を位置づけた。 

 

２．研究の目的 

 理科における子どもの学びをより多様な

視点から評価するために、学びの結果ばかり

でなく、過程もみることができるオーセンテ

ィックタスクを、小中学校理科の各単元にお

いて開発し、開発したタスクをＷｅｂデータ

ベースとして体系化することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

１）科学的知識の活用能力を高めるオーセン

ティックタスクとその評価基準の開発 

２）オーセンティックタスク開発の循環型
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Web システムの構築及び試行 

３）循環型 Web システムの運用によるオーセ

ンティックタスクの精緻化 

 

４．研究の概要と展開 

オーセンティックタスクは、近年の評価

論でその導入が検討されているオーセンテ

ィックアセスメントで用いる評価課題であ

り、実生活や実社会を模写した課題である。

また、このオーセンティックタスクは、従

来の暗記や理解の成果を問うテスト課題と

は異なり、与えられた課題に対する分析能

力、学習したことを創造的にまとめる能力、

記述や口述による説明能力を探ることに焦

点を当てた課題である。このような課題は、

理科で学習した内容を日常的な場面で活用

する力を育成することができる。 

われわれは、これまでにもいくつかのオ

ーセンティックタスクを開発・試行し、そ

の有用性や課題を探ってきた。特に、授業

の中でオーセンティックタスクを活用し、

生徒の思考力が育成できることを実証的に

指摘した。 

オーセンティックタスクは他の評価課題

と同様、繰り返し評価場面で使用し、その

結果を分析しながら課題の内容や質を高め

る必要があるが、オーセンティックタスク

の性格上、ドリルの課題のように繰り返し

使用することは難しい。また、評価指標で

あるルーブリックに関しては、既習事項を

いかに実生活や実社会の課題へ応用してい

るかの評価基準を決めることが難しく、オ

ーセンティックタスク自体の開発過程の中

で、タスクの目的を踏まえた詳細な検討が

必要である。 

本研究では、タスク開発に関するプロセ

スを Web 上に残すことで、タスク開発のプ

ロセスを分析し、タスク開発に関する観点

や方法論に関する示唆を得たいと考えた。 

本研究では、オーセンティックタスクの

開発に関わるプロセスの実態を明らかにし、

タスク開発のための方法論を展望した。 

（１）オーセンティックタスク開発のため

の基本的視座 

 オーセンティックタスクは、現実世界の

文脈を取り入れた課題である点が特徴の一

つである。このオーセンティックタスクが、

現実世界を見極めた課題であるかを探る観

点は、ウィギンズ（Wiggins）が指摘してい

るように、課題が「リアル(realistic)かど

うか」、そして、それが「職場や市民生活や

個人の生活の中で、大人がテストされてい

る（adults are tested）文脈を模倣し、シ

ミュレーションしているかどうか」である。

また、オーセンティックタスクでは、課題

の中で児童や生徒に対し作業や行動するこ

とを促している。それは、製作物やパフォ

ーマンスや発表などの具体的な成果をもと

にした評価をめざしているからである。そ

して、そこでは実生活や実社会の模写とい

う限定を踏まえながら、子どもが既に学習

したものをいかに活用・応用しているか、

さらに、課題に対して新たな状況をどう切

り開きながら解決に迫っているかが問われ

ている。ウィギンズをはじめとする多くの

研究者は、課題がどの程度、現実世界を模

写しているかを示す尺度としてオーセンテ

ィサァティ(authenticity)を取り扱ってい

る。オーセンティックタスクにおいて、オ

ーセンティサァティは子どもの実態や学習

目標に応じて調節されるものである。たと

えば、知識の構成（Construction of 

Knowledge）に関しては、「情報を統合する

こと」や「別の考え方を検討すること」の

重要性が指摘されている。また、統制のと

れた探究（Disciplined Inquiry）という視

点からは、中心的に扱う「専門領域の知識

内容やプロセス」を理解しているか、さら

には、「理解を練り上げるための文章による

情報伝達」も重要と捉えられている。さら

にウィギンズは、「複雑な課題を処理するた

めに、知識やスキルのレパートリー(a 

repertoire of knowledge and skill)を効

果的かつ有効に使用する能力を評価してい

る」かどうかも重要視していた。 

（２）ルーブリックの作成 

特に、オーセンティックタスクを用いた

評価では、評価を教師と生徒の相互作用に

根ざしたものと捉える立場から、評価基準

が教師に対しても児童や生徒に対しても開

かれたものになっていなければならない。

したがって評価基準としてのルーブリック

は、教師の教授すべき目標を示すものであ

ると同時に、学習成果を評価するためのガ

イドラインでもある。つまり、ルーブリッ

クは解答者の探究活動のレベルや質を判断

するための一連の基準であると同時に指導

のための基準でもある。 



タスク実施のために作成したルーブリッ

クに関しては、単元の学習目標やオーセン

ティサァティを踏まえ、次の３つの観点か

らルーブリック（Ⅰ～Ⅲ）を構成した。こ

のルーブリックは、（Ⅰ）「情報の分析能力」、

（Ⅱ）「情報と知識の活用能力」、（Ⅲ）「説

明能力」の 3 観点を評価するものである。

（Ⅰ）「情報の分析能力」を評価するルーブ

リックでは、必要な情報からどんなことが

わかるかを説明できるか、を評価する。（Ⅱ）

効果的かつ有効に「情報や知識を活用する

能力」を評価するルーブリックでは、これ

までに学習した決まりや結果などから、新

たな現象を説明できるか、を評価する。（Ⅲ）

説明のために情報を統合する能力を評価す

るルーブリックでは、読み手に実感的理解

を与えるように書いているか、を評価する。 

このルーブリックは教師と児童で共有す

る評価基準である。実践の中では、児童に

対して、オーセンティックタスクの課題文

の後に、採点のポイントとして載せている。

これに関しては、ルーブリックが到達目標

の指標でもあるとの観点から、児童にとっ

ては、課題解決のためのガイドラインとな

っている点も留意した。実践に際しては、

児童に対して、課題内容とルーブリックを

口頭でも説明している。 

本研究では、ルーブリックの記述の明瞭

さの重要性に着目し、Web 上の掲示板を用

いて、オーセンティックタスクの実施前後

にルーブリックの精緻化を試みた。 

 

（３）開発に使用した Web サイト 

作成したオーセンティックタスクの妥当

性や信頼性を高めるため、また、可能な限

りの客観的な評価や第三者的な視点からみ

たタスク改善という点から、Web 上におけ

るタスク検討システムを用いた。このシス

テムを採用した理由は、開発者と実践者の

時間的・空間的距離を縮小でき、Web 上で

の相互作用をログとして記録することがで

きるからである。本稿では、このシステム

を「循環型 Web 検討システム」と呼ぶこと

にする。 

Web サイト作成には、BiND for WebLife

と ID for WebLife を使用した。前者は html

ベースの静的な HP の作成ソフトであり、後

者はxmlベースでFlashを用いた動的なHP

の作成ソフトである。 

この両者のソフトを組み合わせることで、

閲覧者にとって見やすいサイトの作成を心

がけた。また、意見交換にはフリーCGI プ

ログラムであるtopics boardを用いた電子

掲示板を用意した。この掲示板にはファイ

ルアップロード機能がついており、word 形

式やpdf形式など18種類のファイル形式を

扱うことができるようになった。このシス

テムによって、具体的な図や資料を提示し

たり、参照したりしながら議論することが

可能となった。実際、Web 上でのオーセン

ティックタスクの開発場面においては、タ

スクに関する意見の交換だけでなく、様々

なファイル形式のアップロードを行うこと

が可能となった。 

 

５．研究成果 

・小学校・中学校で活用可能な物理・化学・

生物・地学のオーセンティックタスク（11 種

類）を開発した。 

・循環型Ｗｅｂシステムを開発し、試行・運

用を行った。 

・オーセンティックタスクの試行結果の詳細

な報告書を発行した。 
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